
意匠 電気 機械

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

 特記仕様書

 案内図・配置図

 改修運動場電気設備1階平面図

 電灯盤結線図

 既存運動場電気設備1階平面図

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

M-06

 特記仕様書

 空気調和設備機器表

 屋外都市ガス配管図

 空気調和設備平面図

 自動制御設備平面図

 ダクト施工要領図

図面番号 図面名称図面番号

A-00

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

図面名称

表紙・図面リスト

特記仕様書１

特記仕様書２

案内図・配置図、仮設計画図

１階平面図

ギャラリー平面図

立面図(改修前・改修後)

断面図

矩計図１

天井伏図(改修前)

天井伏図(改修後)

展開図(改修前)

詳細図１

詳細図２

図面番号 図面名称

富 士 吉 田 市 立 富 士 小 学 校 屋 内 運 動 場 空 調 設 置 他 改 修 工 事

( 設 計 図 )

表 紙 共 2 5 枚

2 0 2 5 年 4 月



仕 様 書

工事種目

　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

19.内装工事

18.塗装工事

16.建具工事

15.左官工事

14.金属工事

12.木工事

10.石工事

9.防水工事

7.鉄骨工事

6.コンクリート工事

5.鉄筋工事

4.地業工事

2.仮設工事

3.土工事

20.ユニット及びその他の工事

17.カーテンウォール工事

13.屋根及びとい工事

8.コンクリートブロック・ALCパネル

11.タイル工事

  押出成形セメント板工事

1．共通仕様

2．特記仕様
　　(1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　(5)製造所名は、五十音順とし｢株式会社｣等の記載は省略する。また(　)内は製品名を示す。

　　(4)特記事項に記載の(別　　　)は(5.3.7)による別図｢各部配筋｣の当該項目を示す。

　　(3)特記事項に記載の(　　　　)内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　(1)図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房営繕部監修の｢公共建築工事標準仕様書(建

　　　 ・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　(2)特記事項は、・印の付いたものを適用する。

 　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　(6)Ｇ印は｢国等による環境物品等の調達の推進に関する法律｣の特定調達品目を示す。

敷地所在地

都市計画区域

防火指定

その他の地域地区

道路

敷地面積

用途地域

建坪率

容積率

建物の主要用途

工事の種類

棟数

構造・階数

最高の高さ

最高の軒高さ

消防法上の有窓階・無窓階

下水の放流形式

章 項　　目 特　　記　　事　　項

(1.1.4)

(1.2.2)

(1.3.3)

※適用する

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

　・要　　　・不要

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

2月 3 4 5 6 7 8 9 10 12 1月11 32

※現場説明書による　・構外搬出適切処理 (1.3.11)

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　(1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　(2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　(4)法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　(5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　(6)販売、保守等の営業体制が整えられていること

　(3)安定的な供給が可能であること

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、

証明となる資料又は外部機関((社)公共建築協会　他)が発行する資料等の写しを監督職員

に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は

この限りではない。

JIS及びJASマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の(1)～(6)の事項を満

たすものとする。

同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

建築材料の使用制限

のものを採用するを含む)を使用すること。

　建築材料等について、規制の対象となる範囲は下地、仕上げ材共にF☆☆☆☆または規制

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

植栽工事

内装工事

塗装工事

・ボード仕上げ工事作業　・表装(壁装作業)

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・造園

・塗装(建築塗装作業)

建具工事

屋根及びとい工事

タイル工事

金属工事

左官工事

木工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

・鉄筋施工(鉄筋組立て作業)

・ブロック建築　・ALCパネル施工

・石材施工(石張り施工)

・建築大工

・内装仕上げ施工(鋼製下地工事作業)

・タイル張り

・左官

・とび

カーテンウォール工事

・アスファルト防水工事作業 ・合成ゴム系シート防水工事作業

ブロック・ALCパネル工事

・建築板金(内外装板金作業)

・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工

・カーテンウォール施工　・サッシ施工　・ガラス施工

適用工事種別 技能検定の職種

(1.5.2)

2.工事実績情報の登録

4.電気保安技術者

1.適用基準等

6.発生材の処理等

7.建築材料等

8.化学物質を放散する

  建築材料等

9.特別な材料の工法

10.技能士

建築面積

延べ床面積

図示の内容全て

工事範囲全て

・工事写真の撮り方(改訂第二版)建築編(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)

・型枠施工

・塗膜防水工事作業　　　　 ・シーリング防水工事作業

Ⅰ.工事概要

Ⅱ.工事範囲

Ⅲ.建築工事仕様

※｢3．工事種目｣全てを工事範囲とする。

・｢3．工事種目｣のうち　　　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

・工事着手については監督職員と協議し着手する。

対象外の建材を用いることとし、該当する材料が無い場合は監督職員の承諾を受けF☆☆☆

・建築工事標準詳細図(国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　最新版)

設計図
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3.施工計画書

5.施工条件

・工事関係図書を電子納品すること

・適用基準は以下の通りとする。　(作成・納品の基準、納品する資料の範囲等)

11.電子納品

・書面による署名及び捺印の取り扱い(電子成果物の原本性保証に関する処置)

   電子署名の導入が求められるが、電子署名の導入は現時点では困難であるため、

   電子納品の導入にあたっては、従来の署名または捺印に代わる措置として、

   2)共通仕様書に基づく各書面に対する署名又は捺印は、 上記1)の措置を持って代える

     ことができる

   1)受注者は電子媒体の内容の原本性を照明するために、電子媒体に署名又は捺印の上、

・設計図CADデータ貸与する。

・設計図CADデータの著作権は以下の者にある

　　貸与するCADデータを当該工事における施工図面又は完成図の作図のため以外に使用し

(1.5.9)

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、ス

測定はパッシブ型採取機器により行う。

測定対象室　　・図示　　　全居室
測定箇所数　　・図示　　　・ 　箇所
測定結果の報告

測定結果報告書を監督員に提出すること。(測定結果が指針値を超えた場合は、発生源を特

定し、換気などの措置を講じた後、再度測定を行う。)

測定対象科学物質 厚生労働省の指針値(25℃の場合)

キシレン

ホルムアルデヒド

トルエン

エチルベンゼン

スチレン

0.88 ppm( 3,800μg/m3)

0.20 ppm(   870μg/m3)

0.05 ppm(   220μg/m3)

0.07 ppm(   260μg/m3)

0.08 ppm(   100μg/m3)

12.化学物質の濃度測定

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

※2　・6 ※100×125以上　　　　※キャビネ版

※2　外部(　　)内部(　　)

※2　外部(　　)内部(　　)

・電子データ

撮影業者 ※監督職員の承諾する撮影業者(ただし、建築完成写真撮影の実績のある業者と

100×125以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

電子データは、RGB(フルカラー)、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出とする。

※200万画素以上

※300dpi以上

　　　　324×400(mm)

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ(mm)

・カラー半切木製パネル

14.完成写真

(1.7.1～3)(表1.7.1)

　※保全に関する資料　提出部数　　※1部　　・　部

　※施工図　　　　　　提出部数　　※1部　　・　部

　※施工計画書　　　　提出部数　　※1部　　・　部

※作成する　　　・作成しない

　※完成図　　　　　　提出部数　　※各2部　・　部(A3版第2原図及び電子媒体(CD-R))

13.完成図等

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

・｢営繕工事電子納品要領(案)(平成14年11月改訂版)｣による。

15.設備工事との取合い

16.設計ＧＬ

17.工事写真

(2.3.1)1.監督職員事務所

(5.2.1)(表5.2.1)

(5.3.4)

(5.3.5)

(別2.1)

(別2.2)

(別7.1)(別表7.1～3)

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　・重ね継手　

最小かぶり厚さは目地底から算定する。

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

・基礎

・A形　　　・B形　　　※図示

※行う　　　・行わない

※H形(□は除く)　　　

一般壁　　・A形　　　※B形　　　・図示

耐震壁　　※図示

※H形　　・MH形　　・M形

・A種　　・B種　　　・C種　(　　　　ヶ所)

※超音波探傷試験　　　・引張試験

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに

・高炉セメントB種Ｇ　　(・　　　　　　　　　　　　　　　　　)

アルカリシリカ反応による区分

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

※A

・SD295A

・SD345

※ D16以下　

※ D19以上　

※ 10　 　

　MCR工法を行う場合は、せき板面にMCR工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上が

　分/m2以上とし、施工計画書を監督に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前

　に監督職員に承諾を受ける。

水和熱

種類の記号 呼び名(mm)

標仕表5.3.6の値に加える寸法(mm)施工箇所

施工箇所

設計基準強度　※18N/mm2

　り面凹凸状態とする。高圧水洗工法の目荒しを行う場合は、水圧50N/mm2以上かつ、2.5

・B(※コンクリート中のアルカリ総量Rt=3.0kg/m3以下)

352J/g以下

402J/g以下

7d

28d

設計基準強度Fc(N/mm2 )

躯体軸部：高性能AE減水材

※施工範囲は図示による。

適用及び適用個所について

コンクリートの増打ち厚さ　　※20mm　　

(4.5.4)

(4.6.3)

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　　　　・リバース工法

　　　　　　・オールケーシング工法(孔内の水張　・行う　・行わない)

側壁測定　　・行う(　　　　　　　　　　　　)　・行わない

　　　　　　・拡底杭工法(※安定液使用　・　　　　)

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

コンクリートの種別及び設計基準強度

鉄筋の種類　　5章鉄筋工事の鉄筋の種類による

堀削工法　　・アースドリル工法(・安定液使用　・無水堀削)

※再生クラッシャランＧ　　・切込み砂利及び切込み砕石

　(　　　)種かつ(　　　)N/mm2以上

2.鉄筋の継手

5.最上階柱頭補強

6.帯筋

7.壁開口部の補強

8.梁貫通孔の補強形式

9.機械吊上げ用フック

10.圧接完了後の試験

2.レディーミクスト

  コンクリートの類別

3.スランプ

4.セメントの種類

5.骨材の種類

6.混和材料

7.無筋コンクリート

8.コンクリート躯体

  表面の処理

9.断熱材兼用型枠

  コンクリート杭地業

3.砂利地業

4.床下防湿層

2.場所打ち

3.鉄筋の最小かぶり

  厚さ

4.既製コンクリート杭

  の杭頭補強

着工前の測定　　　・行う

・カラー

外部(  )内部(    )

※現況GLを設計GLとする　　・図示

1.鉄筋の種類

1.普通コンクリートの

  設計基準強度

※設ける
　規模　・1号　　・2号　　・3号　　・4号　　・5号

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

先端部形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定又は認定を受けた継手を使用してもよい。

施工法

　・特定埋込み杭工法

　　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

　　　　　H13国交告1113号第6による支持力算定式でα=250程度を採用できる工法

　　　　　杭周固定液　　・使用する

杭頭の処理　　※切断しない　　　

(4.3.6)

本　杭

試験杭

継手数 セット数 備考杭径(mm) 杭長(M)及び種別

(4.3.1～2)種類

　※高強度プレストレストコンクリート杭

1.既製コンクリート杭

  地業

(3.2.3)(表3.2.1)

(3.2.5)

種別　・A種　　　※B種　　　・C種　　　・D種

　　　・建設汚泥から再生した処理土Ｇ

1.埋戻し及び盛土

2.建設発生土の処理 ※現場説明書による
・構外搬出適切処理　　　・構内指示の場所にたい積　　　・構内指示の場所に敷き均し

3.工事用電力 構内既存の施設
・利用できる(　※有償　・無償　)　※利用できない

2.工事用水 構内既存の施設
・利用できる(　※有償　・無償　)　※利用できない

・設けない
・備品(必要備品は適宜設置)

18cm

施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く)

※Ⅰ類　　・Ⅱ類

混和材　　仕様箇所　　屋外タタキ部分を除く全体：コンクリート躯体防水剤
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※ 18

チレンの5物質について測定し、厚生労働省で定める指針値以下の濃度であることを確認し、

(4.6.5)

(別4.4)(別表4.3～4)

(6.2.2)

(6.2.1)(6.4.1～2)(表6.2.1)

(6.2.4)

(6.3.1)(6.13.2)(表6.3.1)

　　標仕19章内装工事9断熱材による。

令和　6年　

(1.3.5)

・工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書を作成し、

　監督職員に提出する。

・施工計画の内容を変更する必要が生じた場合は、監督職員に報告するとともに、

　施工に支障がないよう適切な措置を講ずる。

(4.3.8)

(4.3.4～5)

(4.5.4)(表4.5.1)

(4.5.4)

(4.5.5)

(4.5.6)

(5.4.10)

(6.3.1)

(6.14.1)

〇

〇

〇 〇

する。

     提出する。

　　てはならない。

 　　　　　する) (参考:(株)グラスアイ　03-3896-7551)

山梨県富士吉田市上暮地1丁目22-1

都市計画区域内

防火指定なし

下水処理区域内

ー

19,356.45㎡

工業専用地域

70％

200％

小学校(体育館)

新築

ー

鉄骨造　平屋建て

977.36　㎡

911.475　㎡

10.620　ｍ

6.57　ｍ

ー　

ー　

・設備基礎

令和　7年　

基礎・外部・内部

準備工 機器設置

電気設備

No.

区分

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-01

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:1
物件名称

図面名称 特記仕様書１

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

富士吉田市立富士小学校

屋内運動場空調設置他改修工事
令和　7年　4月(全　　　枚)

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事

　　　 築工事編)(最新版)｣(以下、｢標仕｣という。)による。

指定処分受入場所（第一石産㈱都留市四日市場字生出山表向）
搬出距離（15㎞）
処分費（・有償　・無償　）

受入場所での処置（・敷均し　・たい積　）



(7.1.3)

(7.1.4)

(7.2.1)(7.2.10)(表7.2.1)

(7.2.2)(7.12.4)

規格等

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

　　※図示　　　　　　

製作工場の加工能力

入熱、パス間温度の溶接条件

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　力のある工場。

　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　(株)日本鉄骨評価センター又は(社)全国鐵構工業協会の｢鉄骨製作工場の性能評価基準｣

　に定める｢( Ｒ )グレード｣として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能

種類の記号

適用する

鋼材の材質

使用箇所

改良型スカラップ

鋼製エンドタブ

※トルシア形高力ボルト ・JIS形高力ボルト ・溶融亜鉛めっき高力ボルト

　切断する個所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

1.鉄骨の製作工場

2.施工管理技術者

3.鋼材

4.スカラップ

5.エンドタブ

6.高力ボルト

(8.3.2)

(8.2.2)

種　類 表面形状 厚さ(mm) 幅(mm) 工法種別

適用箇所 厚さ(mm)

※空洞ブロック16　・空洞ブロック16-W

・衛生配管用裏積みブロック　　　

・塀

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

・100

・120

・150

※標仕表8.3.1及び下表による

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

・屋根パネル

・床パネル

※標仕8.4.5による

・100　・150・2350　・3530

・980

・A種　・B種　・C種

・床パネルの耐火性能(・1時間　・2時間)

・外壁パネル

・間仕切パネル

※F　　・F-R

・D　　・D-R

・T　　・T-R

※F　　・F-R

・D　　・D-R

・T　　・T-R

・A種

・B種

・B種

・C種

耐火性能　　・有り(　　　　　)

　　　　　　・無し

・　　　　

・　　　　

・B種　・C種　・D種　・E種

取付け工法種別厚さ(mm)単位荷重(N/m2)種　類

※ 1 0 0　

※ 1 0 0　

※ 1 0 0　

2m以下

2mを超える

1.補強コンクリート

  ブロック造

3.ALCパネル

2.コンクリートブロック

  帳壁及び塀

4.押出成形セメント板

  (ECP)

・1180　・1960

(14.2.1)(14.8.2～3)(表14.2.2)

(14.7.2)(表14.2.1)(表14.7.1)

(14.6.2)(表14.2.1)

(14.2.3)(表14.2.2)

(14.2.2)(表14.2.1)

(14.2.1)

表面処理方法 種　別 施工箇所

種　　類 呼び名 仕上げの形状等

施工箇所 平たんさ(mm) 備　　考

混合割合 凝結時間 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

全固形分(％) 吸水量(g) 接着強度(N/mm2) 界面破断率(％)

種　　類 材料の種別 表面処理

施工箇所種　　類

寸法(mm) 厚さ(mm)製　法 材　種形　　状 表面処理

備　　考固定間隔表面処理呼称肉厚(mm)種　類

※HL程度

・鏡面仕上げ

下記以外の見え掛かり全て

・A種

溶融亜鉛めっき ・B種

・C種

・D種

・E種

・F種

電気亜鉛めっき

　(　　　)・100形

・300形

・250形

・350形

隅角部及び突当たり部等の固定方法及び間

隔は品質計画で

定めたもの

役物は本体製造所の仕様に

・パネル形 ※プレス

・ロール

・押出し・スパンドレル形 ※アルミニウム製

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける(施工箇所は図示)

・鉄

※ステンレスSUS304

手すり

※ステンレスSUS304

吸水調整材

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤(防水モルタル塗りの混入剤)

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

セメント重量の

始発　1時間以上5％以下

下表以外は標仕表6.2.5及び標仕15.4.2による

95％以下

終結　10時間以内

JIS R 5201の試験において 70％以上 80％以下

・薄付け仕上塗材

・防水形外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・内装薄塗材E

・外装薄塗材E

・外装薄塗材S

・複層塗材CE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・内装薄塗材W

・可とう形複層塗材CE

※複層塗材RE

・複層塗材RS

・防水形複層塗材CE

・複層仕上塗材

京壁状じゅらく　

上塗材

・ゆず肌状　・凸部処理 　※凹凸模様

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

　樹脂　※アクリル系　

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

防火材料の指定

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材 砂壁状

防水形の増塗材　※行う

平たん状

・防水形複層塗材E

・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・防水形複層塗材RE

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・第三種

1.6以上

1.8以上

2.0以上

表示値±1.0 50以下30分で1g以下

　　B-1種

※Aｰ1又は

・B-2種

種　　別 施工箇所

・No.2B程度

・B-1種(無着色)

・B-2種(・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー)

・B-1種

・B-2種(　　　)

亜鉛めっき　外部　※C種　　

※HL程度　・鏡面程度　　　

　　　　　　内部　※E種　　

※研磨無し　

亜鉛めっき　内外部　※C種

　　　　　　　　　　

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

砂壁状　

耐候性　※3種　

　 　 　 　

・防水形複層塗材RS

・内装薄塗材C

1mにつき10以下

3mにつき7以下

・砂壁状じゅらく ・ゆず肌状

1.ステンレスの表面

  仕上げ

2.アルミニウム及び

  アルミニウム合金

  の表面処理

4.金属成形板張り

  直均し仕上げ

2.床コンクリートの

3.仕上塗材仕上げ

5.アルミニウム製笠木

・既製品

1.モルタル塗り材料

・砂壁状　・着色骨材砂壁状

6.手すり及びタラップ
 1
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(8.5.2～4)(表8.5.1～2)
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(7.10.3)(表7.10.1)

(7.2.9)(7.10.3)(表7.10.2)

・図示

　312-1992による。

材齢7日　　収縮しないこと

凝結開始時間　　1時間以上

終結時間　　10時間以内

練混ぜ完了から3分以内の値は 　8±2秒

　濃度試験方法｣による。

Ｊロートによる流下時間

(各重量比)

(セメント＋混和材)：砂＝1：1

材齢3日　　25.0N/mm2以上

材齢28日 　45.0N/mm2以上

材齢28日 　 3.0N/mm2以上

0.30kg/M3以下

ンドセメントとする。

※標仕7.6.12(1)(イ)による

等によって膨張する性質を利用するもの)とする。

　付属書5(規定)｢フレッシュコンクリート中の水の塩化物イオン

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

2)塩化物量は、JIS A 5308｢レディミクストコンクリート｣

セメント系(酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート

JIS R 5210(ポルトランドセメント)による普通または早強ポルトラ

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

1)日本道路公団規格(JHS)｢無収縮モルタル品質管理試験方法｣

検査水準

AOQL

※第6水準

※4.0％

・図示

・2.5％

・建方用アンカーボルト　(・A種　　※B種　　・C種)

・構造用アンカーボルト　(※図示　　　・　 　　　　　)

※A種　　　・B種

　無収縮モルタル

素地ごしらえは、JIS H 9124溶融亜鉛めっき作業指針による。

完全溶込み溶接部

試験の種別

※超音波探傷試験

・マクロ試験

・放射線試験

種　　別

・耐火材

　吹付け

・湿式ロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・乾式吹付けロックウール

・ラス張りモルタル塗り

・耐火板張り

配合比

砂

セメント

混和材

無収縮性

塩化物量

付着強度

試験方法

コンシステンシー

ブリージング

凝結時間

圧縮強度

A種

B種

C種

亜鉛めっきの種別 材　　料

普通ボルト、アンカーボルト

最低板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

無収縮モルタルの品質及び試験方法

適用部位

所要性能及び適用構造部位

試験箇所 試験方法

7.溶接部の試験

8.耐火被覆

  及び埋込み工法

9.アンカーボルトの保持

10.柱底均しモルタル工法

11.溶融亜鉛めっき工法

(7.9.2～7)

最低板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板

最低板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板

・監督職員の承諾する製作工場

(11.2.1)

(12.2.1)

(11.2.2)

(11.2.3)

(11.3.3)(表11.3.2)

(13.2.2～3)(表13.2.1)

(13.3.2～3)(表13.2.1)

(13.5.2)(表13.5.1)

(13.5.3)(表13.5.5)

適用Ｇ
備考

特注標準

色役物

なしあり陶器磁器

きじ形状寸法

(mm)

保水率

(％)

単位容積質量

(kg/L) 温冷繰返し後標準時

長さ変化率

(％)

曲げ強さ

4.0以上0.20以下0.40以上0.60以上1.80程度70.0以上

品　名 規格・品質 芯材の種類 化粧単板の樹種

下張り用床板

床板

屋根葺形式 長尺金属板の種類 板厚(mm)

役物：標準的な曲がり(小口、標準、二丁、屏風)の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う(※外壁タイル　・　　　　　　　　　)

　躯体表面の処理　・行わない　　※行う(施工範囲　※図示　・　　　)

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う(※外壁タイル　・　　　)

タイルの種類

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

外装タイル　　　　※密着張り　　・マスク張り

・構造用集成材

・造作用集成材

※集成材　　　

・化粧ばり造作用集成材 ・　　

※標仕12.2.1　　　・市販品

・代用樹種を適用しない箇所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・保存処理木材を適用する箇所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

ホルムアルデヒドの放散量 　　　　※規制対象外　　　・第三種

※一般材　　　

・　　

・　　

・　　

・たも ・なら ・しおじ

　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒ

ド系防腐剤(以下、｢ユリア樹脂等｣という)を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

行う箇所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　防腐、防蟻処理の種類、品質

　　表面処理用木材保存剤(防腐・防蟻剤)は監督職員の承諾するものとする。

　※規制対象外　　・第三種

※無し

ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量※合板張り

・板張り　

※単層フローリング

・縁甲板

(標仕19.5.2による)

フローリング及び縁甲板張り床　　　

※規制対象外　　・第三種

※規制対象外　　・第三種

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

※有り　　・無し軒先面戸板

(規格等)

断　熱　材

材　　　料

形　　　式

耐火性能 ※30分耐火　　・無し

※有り(種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm)　・無し

形状(mm)

　鋼板及び鋼帯(CGLCCR-20-AZ150)

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

鋼管製といの防露　※標仕表13.5.3による　　　

材　　　種　　　　※配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管

　 防露材のホルムアルデヒド放散量

　 ※規制対象外　  ・第三種

※塗装溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(CGLCCR-20-AZ150)

山高(　　　　　　)　山ピッチ(　　　　　　)　板厚※0.6　・0.8

※塗装溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき ※0.4　

※ひのき　　　　

せっ器 施釉無釉

釉薬

接着強さ(N/mm2)

(N/mm2)

　　躯体表面の処理方法　MCR工法又は目荒し工法(6章コンクリート工事)

・1種　※2種　・3種

※1等　・2等

※1等　・2等

　防腐処理　※行う(※図示　　・　　　　　　　　　)

　防蟻処理　・行う(※図示　　・　　　　　　　　　)

施工箇所

　下地モルタル塗り　※標仕15.3.2～15.3.5(仕上げ表の仕様により合成樹脂を添加する)

・段葺き

1.木材の品質

1.陶磁器質タイル

2.張り付け用材料

4.接着剤

2.樹種

3.集成材等Ｇ

5.防腐・防蟻処理

6.床板張り

1.長尺金属板葺

2.折板葺

3.とい

3.壁タイル張りの工法 内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

・有り

　　　　　　　　　・ステンレスJIS G4305　　・既存使用
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(10.1.5)

床石張りの裏面処理　　・行う

屋内のワックス掛け　　・行う

4.床及び階段の石張り

(10.3.2～3)(10.5.2～3)外壁石張り

　工法

　石裏面処理　　　　・行う(・小口共)

　裏打ち処理　　　　・行う

　・外壁湿式工法(※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　)

　・乾式工法

　ドレインパイプ　　※ステンレスSUS304　　

3.壁の石張り工法

(10.4.2～3)(10.5.2～3)内壁石張り

　工法

　・乾式工法

　・内壁空積工法(※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法)

1.アスファルト防水 (9.2.2～3)(表9.2.3～9)

(9.2.5)

(9.2.2)

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

立上り部の保護

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板(厚さ　15mm)

断熱工法の断熱材　　厚さ(mm)　※25　　

アスファルト　　　※3種　　　・4種 

2.改質アスファルト

  シート防水

・A-1 ・A-2 ・A-3

・AⅠ-1 ・AⅠ-2 ・AⅠ-3

・B-1 ・B-2 ・B-3

・BⅠ-1 ・BⅠ-2 ・BⅠ-3

・D-1 ・D-2 ・D-3 ・D-4

・DⅠ-1 ・DⅠ-2

・E-1 ・E-2 

種　別 施工箇所

種　別

(9.3.2～3)(表9.3.1～3)

・ASI-T1 ・ASI-J1

厚　さ 施工箇所

種　別 厚さ(mm) 施工箇所 使用分類

3.合成高分子系

  ル-フィングシ-ト

  防水

仕上げ塗料塗り

・シルバ- ※非歩行

※ 1 . 5　

※ 1 . 5　

※ 1 . 2　

・S-F2

・S-M1

・S-M2

・S-M3

※1.2　・1.5　

・軽歩行・カラ-

・S-F1

屋上※2.0　・1.5

・シルバ- ※非歩行

※ 1 . 5　

※ 1 . 5　

※1.2　・1.5　

・軽歩行・カラ-※2.0　・1.5

・SI-F1

・SI-F2

・SI-M1

・SI-M2

(9.5.2～3)(表9.5.1～2)

脱気装置

　　・設ける　材質(　　　　　　)　　設置数量(　　　　m2当たり1箇所)

4.塗膜防水

種　別 施工個所 備　考

・X-1

・X-2

　・カラ-

　・シルバ-

仕上げ塗料塗り

※適用する　・適用しない

Y-2工法の保護シ-ト・Y-1

・Y-2

5.ケイ酸質系塗布防水 (9.6.2)(表9.6.1)

種　別 施工個所 備　考

・C-UI

・C-UP

施工箇所 シーリング材の種類(記号)

6.シーリング 下表以外は、標仕表9.7.1による

(10.2.1)(表10.2.1～2)

施工箇所 種　類 産地・名称 厚さ(mm) 仕上げの種類

石の種類・表面仕上げ1.天然石張り

(10.2.1)(表10.2.2)

形状・寸法　　※図示

種石の種類　　※大理石　　　　

表面仕上げ　　※本磨き　　　　

2.テラゾ張り

 
10

章　

石
工
事

(10.6.2～3)

既調合モルタル(仕上げ表の仕様により合成樹脂を添加する)

(12.2.2)

(12.3.1)

(12.3.2)

(12.6.1)(表12.6.1)

3.鉄鋼の亜鉛めっき

1.00以上
・AS-T3 ・AS-T4 ・AS-J1

・AS-T1 ・AS-T2

(9.4.2～3)(表9.4.1～3)

・S-C1 ※ 　  

(7.6.12)

(7.6.12)(表7.6.2)

(7.12.4)(表14.2.2)

(9.7.2)(表9.7.1)

(15.3.2)(表15.3.2)

(15.3.2)

(表6.2.5)(15.4.1～2)

(15.6.2)(表15.6.1)

(12.2.1)

(12.2.1)・特記による(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・県産材指定箇所(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

再生材の

 1
5

章　

左
官
工
事

よる。

 

９
章　

防
水
工
事

・ 図示

・ 図示

・ 図示

SS400 梁

ALCパネル 目地

ALCパネル パネル間取合部

1成分形ポリウレタン系シーリング(PU-2)

1成分形ポリウレタン系シーリング(PU-2)

No.

区分

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-02

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:1
物件名称

図面名称 特記仕様書２

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事



屋内運動場

：改修対象建物を示す

■仮設計画

屋内プール

校舎

校舎

【 案 内 図 】

工事場所：山梨県富士吉田市上暮地1丁目22-1

配　　置　　図

SUS手摺（H=900）

4
,0
0
0

1
,6
0
0

▽体育館外壁面

2
,
40
0

1
,
9
0
0

浸透側溝（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ付）

（42条1項1号道路）
市道：富士小学校体育館通り線

ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ（H=1500）

DNDN

▽道路境界線

△道路境界線

1
0
0

50
0

1
,
1
00

5
5
0

2
50

2
,0
0
0

2
,
00
0

4
,
00
0

2
,
50
0

▽道路中心線

Ｂ部分拡大図　S=1：100

Ｂ部分

既存CB積み

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ受水槽

17.773

104.378隣地境界線

29.176
隣地境界線

15
.0
30

隣
地
境
界
線

4
8.
2
6
8

隣
地

境
界

線

22.513

隣
地
境
界
線

14.231隣地境界線

4
3.
08
1

隣
地
境
界
線

5.699

2
3.
2
7
4

隣
地

境
界

線

79.401道路境界線

3
5.
4
0
0

道
路
境

界
線

9.000

31.
110

道路境界線

1
0
2.
0
1
0

隣
地

境
界

線

市道：富士小学校体育館通り線
（42条1項1号道路）

△
1階

軒
先
ﾗ
ｲ
ﾝ

市
道
：

富
士
小

学
校

線

（
4
2
条
1
項

1
号
道

路
）

渡り廊下

5,570

道
路

中
心
線

道路中心線

BM=鋲頭

▽
2階

軒
先
ﾗ
ｲ
ﾝ

道路境界線

道
路
境

界
線

既存浄化槽撤去

既存ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ

+300

-200

▽
3
0
度
後

退
ﾗｲ
ﾝ
（
GL
±

0
）

-250

-250

△下屋軒先ﾗｲﾝ

-300 -630

±0

-30

-250

+860

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端 +330

-750雑排水桝天端

雑排水桝天端 -770

グランド

ｽﾀﾝﾄﾞ

ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ(H=1500)

隣地境界線

植栽 植栽植栽
植栽

植栽

植栽

植栽

既存擁壁(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

水路

植栽

樹木

既存擁壁(CB積み)

+570

+300

+430

Ａ部分

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

2
,
5
00

4
,
00
0

2
,
00
0

2
,0
0
0

2
50

55
0

1
,
1
0
0

50
0

1
0
0

▽道路境界線

▽道路中心線

△道路境界線

市道：富士小学校体育館通り線
（42条1項1号道路）

▽体育館外壁面4660

500

ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ（H=1500）
浸透側溝（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ付）

1,
9
0
0

既存CB積（6段）

Ａ部分拡大図　S=1：100

ｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ（H=2000）

磁北

真北

既存擁壁：安全上支障なし

既存ｽﾁｰﾙﾌｪﾝｽ

▽
1階

延
焼
ﾗ
ｲ
ﾝ
（
3
.
0
ｍ
）

▽
2
階

延
焼

ﾗ
ｲﾝ
（

5
.0
ｍ

）

5,000

3,000

2,930

2,930

3,000

5,000

基準道路からの高さを表す

設計ＧＬからの高さを表す

※ 設計GL＝BM-250

-100

-630

-5980

-9860

-860

-100

-9320

-760
-9710

-980

-950
-9800

-810

-860-860

+300

+430

+570

-980

-8120
-9210

-7590

-4490

-750

±0

+7600

+7220

+7220

+7600
+7600

+7220

+7220

+7600

4,000

△建物中間ﾗｲﾝ

△1階延焼ﾗｲﾝ（3.0ｍ）

△2階延焼ﾗｲﾝ（5.0ｍ）

既存浸透槽

浸透井新設

▽道路斜線緩和ﾗｲﾝ 6
5
0

6
5
0

-590

-170

灯油庫

ウサギ小屋

倉
庫

鳥小屋

渡
り
廊
下

仮囲い

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ

No.

区分

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-03

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:500
物件名称

図面名称 案内図・配置図、仮設計画図

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

仮囲い：成形鋼板H2000㎜　L=6.5ｍ

仮囲い：キャスターゲートH1800㎜　L=3.0ｍ

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事

※仮設撤去後はグランドの整地をする



男子トイレ

女子トイレ

F

倉庫-1

ホール玄関 ステージ

放送室

控室-2

控室-1
UP

UP

倉庫-3

アリーナ

5
,
0
00

1
,9
0
0

6,
20
0

1
,
9
00

5
,0
0
0

2
0
,0
0
0

500 3,600 2,150

6,250 6,500 6,500 6,500 6,250 4,0006,250

42,250

2
0
,0
0
0

5
,
0
00

1
,9
0
0

6,
20
0

1
,
9
00

5
,0
0
0

3,
0
0
0

2
,
0
00

2
,5
0
0

1
,
40
0

8
0
0

2
,5
0
0

6,250 19,250

42,250

12,750 4,000

6,2506,500

310

6,5006,5006,2505,750500

E

D

C

B

A

1 2 3 4 5 6 7 8

エントランス

１階平面詳細図　S=1：100

1
2
3

5

1
2
3
4

3,000

3,000

6,190

540 3,460

2
,0
0
0

3,
0
0
0

2,000

蹴上　 180.00

踏面　 250.00

幅員　1000.00

木製ｽﾃｰｼﾞ階段

控室-1・2

屋内階段

鉄骨階段

幅員　 700.00

踏面　 150.00

蹴上　 250.00

0

4

5多目的トイレ

倉庫-2

掃除用具

水呑場

5
,
0
00

1
,
00
0

2,
2
0
0

2
0
0

UP

UP

DN

スロープ

延床面積 869.525 ㎡

屋内消火栓＋消火器ﾎﾞｯｸｽ（易操作性1号消火栓）

消

消

・・・・室名札を表す。アクリル板（突出型・平付型）

・・・・消火器を表す。全埋込型スチールＢＯＸ

5
00

5
,
70
0

1,950 1,400

収納棚

収納棚

1,400
塔屋ﾀﾗｯﾌﾟ SUS製

+900

±0

±0

+900

±0±0

±0

±0

-50-550 -70

-500

±0

±0

±0

±0

ｽﾃｰｼﾞ框

腰壁 H=1100

既存校歌額 取外取付

既存校章 取外取付

1/12

既存校歌楽譜 取外取付

ｽﾃｰｼﾞ下収納（ﾊﾟｲﾌﾟｲｽ+床ｼｰﾄ）

(安全ｶﾞｰﾄﾞ付)

6
0
0

90
0

2
,
6
00

▽ﾒｲﾝﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ

▽ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝｺｰﾄ

△ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ（6人制）

▽ｻﾌﾞﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞ-ﾙｺｰﾄ

▽ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝｺｰﾄ▽ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝｺｰﾄ

電動式前方吊上ﾊﾞｽｹｯﾄ板

△ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ（6人制）

電動式折畳ﾊﾞｽｹｯﾄ板

SUS手摺：H=750 φ100

ﾀﾃ樋：ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽﾀｲﾌﾟ SUSφ114

50
0

1,
4
0
0

▽ｻﾌﾞﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞ-ﾙｺｰﾄ

建築面積 977.279 ㎡

ﾀﾗｯﾌﾟ:SUS W=400

スロープ

DN

DNDN DNDN

-500

-100

-550

-550

-120

-100

-120
-500

DN
-150

-450

ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ：H=1500（ﾀﾃ格子）

2
,
5
00

▽道路境界線

1
,
50
0

SUS手摺：H=900 φ36

ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
浸透側溝 W=450

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

浸透側溝 W=450
ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
浸透側溝 W=450

犬走り

犬走り

スロープ

スロープ

5,000 3
,
0
00

SUS手摺：H=700 φ38

1,000

既存ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

浸透桝：ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ600角

浸透桝：ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ600角

SUS手摺：H=900 φ36

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120

犬走り

1,000

1
,
0
0
0

1
,5
0
0

2
,
5
00

300550

-100

・・・・床換気口を表す。ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 200ｘ900

・・・・床下点検口を表す。SUS防水型600角（鍵付）

1
,
70
0

55
0

2
50

既存校舎

250 2,150

960

-500

-430 -410 -410 -430
-500

-450

-50

1,100 1,100 800 800

+470

900 2,500 900 1,200 2,500 1,200

1,625

床下点検口

消

固定ﾊﾞｽｹｯﾄ板

消

消

-550

浸透側溝 W=450
ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

浸透桝：ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ600角

浸透桝：ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ600角

既存ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

※ ＢＭ＝1階ＦＬより-300

ﾊﾞﾄﾝ手動ｳｨﾝﾁ

床下点検口600角

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋
浸透側溝 W=450

浸透側溝 W=450
ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋
浸透側溝 W=450

▽
ｾ
ﾊ
ﾟﾚ
ｰ
ﾀ
ｰﾈ
ｯ
ﾄ

▽
ｽﾃ
ｰ
ｼ
ﾞ
前
ﾈ
ｯ
ﾄ

ﾌﾛｱｰｺﾝｾﾝﾄ

配管（埋込）

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ仕様)

床下点検口

下駄箱下駄箱

(ｺｲﾝ照明盤+消火器BOX)

下駄箱-50

-100

-50

-500 -500

-550

-390

-440

-550-550

-650

-650

-650

-480-460-480 -460

-50

-500

2
,
5
00

2
,
5
00

床下点検口450角 床下点検口450角

床下点検口600角

ﾀﾃ樋：ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽﾀｲﾌﾟ SUSφ114

ﾀﾃ樋：ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽﾀｲﾌﾟSUSφ114
ﾀﾃ樋：ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽﾀｲﾌﾟSUSφ114

靴拭きマット

既存浸透槽

浸透井へ配管（埋込）

配管（埋込）

配管（埋込）

配管（埋込）

屋内消火栓＋消火器ﾎﾞｯｸｽ（易操作性1号消火栓）

防音壁 H=3000【新設】

設備基礎【新設】

No.

区分

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-04

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:100
物件名称

図面名称 １階平面図

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事
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落し口：SUS 網付 φ114

落し口：SUS 網付 φ114
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折半：ﾙｰﾌﾃﾞｯｷ H=88（ﾎﾞﾙﾄﾀｲﾌﾟ）

鼻隠しﾊﾟﾈﾙ：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.5

ﾀﾗｯﾌﾟ:SUS W=400
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タテ樋：塩ビ φ100

雨樋：塩ビ W=120
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No.

区分

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-05

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:100
物件名称

図面名称 ギャラリー平面図

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事

外部足場：クサビ緊結足場　W900　



立面図（改修前） S=1/150

立面図図（改修後） S=1/150
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区分

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-06

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:150
物件名称

図面名称 立面図(改修前・改修後)

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事
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No.

区分

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-07

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:100
物件名称

図面名称 断面図

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事
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軒天:ケイカル板t6 EP塗装

一部有孔ボード

LGS下地【撤去･新設】

開口補強:C-100×50×20×2.3【新設】

胴縁:C-100×50×20×2.3 @450【一部撤去】

見切:110×30 OSCL【一部撤去･新設】

 

 

 

塩ビ回縁【撤去･新設】

塩ビ回縁【撤去･新設】

塩ビ見切【新設】

天井:化粧石膏ボードt9.5

LGS下地【撤去･新設】

アリーナ矩計図　S=1：30

7
2
5

1,4001,100

A～F通りまで20,000

ギャラリー

▽RFL

△1階FL

▽基礎天端

△2SL

3
,
5
0
0

5
5
0

3
,
3
7
0

1
3
2

4
,
3
3
0

▽ｷﾞｬﾗﾘｰFL

5
0

3
0
0

1
0
0

1
,
2
3
5

1
6
0

6
5
0

2
0
0

7
,
7
0
0

柱型：ﾗﾜﾝ合板 t=9.0 SOP塗り
木胴縁下地

2
,
2
0
0

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ t=0.15
砕石：40～0 t=150

巾木：ｱｶﾞﾁｽ H=100 SOP塗り

59100100

倉庫-3

LGS下地

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.0

木胴縁下地
壁：ﾗﾜﾝ合板 t=9.0 SOP塗り

2
,
8
0
0

5010059

2,500

ギャラリー

10

3

道路：42条1項1号（市道）

▽
道
路
斜
線
ラ
イ
ン

1.5

1

▽
道
路
斜
線

緩
和
ラ
イ
ン

▽
道
路
境
界
線

▽
道
路
中
心
線

砕石：40～0 t=150
防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ t=0.15

柱型：ALC版 t=50 ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ（横張り）

弾性吹付ﾀｲﾙ

軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6.0 EP塗り
一部有孔ﾎﾞｰﾄﾞ

笠木：ｶﾗｰｱﾙﾐ

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=20下地
雨樋：塩ビ被覆鋼板 t=0.4 曲げ加工

野地板：木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=40　室内側ｶﾗｰ化粧仕上
ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ 430品下地
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ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 24kg t=50
天然木化粧合板 t=12

壁：衝撃吸収型ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

鋼製衝撃緩衝壁下地

ﾀﾃ樋：ｱﾙﾐ製 ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽﾀｲﾌﾟ φ114

落し口：ｽﾃﾝﾚｽ製 φ114

屋根：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 横葺き t=0.4
ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｪﾙﾄ 430品下地

野地板：木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25 室内側カラー化粧仕上

一部有孔ﾎﾞｰﾄﾞ
軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6.0 EP塗り

弾性吹付ﾀｲﾙ

柱型：ALC版 t=50 ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ（横張り）
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木胴縁下地
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No.

区分

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-08

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:20
物件名称

図面名称 矩計図１

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事
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天井点検口
ｱﾙﾐ製 450角

Ｊ
Ｉ

照明点検口：300ｘ1200(ｽﾁｰﾙ製)

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5　455×910

【改修対象凡例】

【図示の範囲撤去】

【図示の範囲撤去】ｹｲｶﾙ板　t=6.0　一部有孔ｹｲｶﾙ板　EP塗装
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山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-09

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:100
物件名称

図面名称 天井伏図(改修前)

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事
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照明点検口：300ｘ1200(ｽﾁｰﾙ製)

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5　455×910

【改修対象凡例】

ｹｲｶﾙ板　t=6.0　一部有孔ｹｲｶﾙ板　EP塗装
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山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-10

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:100
物件名称

図面名称 天井伏図(改修後)

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事
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アリーナ展開図（改修前） S=1/100

アリーナ展開図（改修後） S=1/100
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アリーナ　Ａ通り面　システム壁　Ｃ-展開図　　S=1:100

【アリーナ壁仕上】

見切:ﾀﾓ集成材 110×30
     OSCL塗

　　　　　(290×1800)
壁仕上材:天然木化粧合板t12
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【アリーナ壁仕上】

見切:ﾀﾓ集成材 110×30
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壁仕上材:天然木化粧合板t12
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No.

区分

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-11

管理技術者 担当作図者 縮　尺

1:100
物件名称

図面名称 展開図(改修前)

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

設計年月

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事



設備基礎詳細図

設備基礎詳細図（改修後）

S=1/20設備基礎詳細図（改修後）

メッシュフェンス詳細図

S=1/100

鉄筋：カゴ筋 D10-200@

設備基礎

フェンス支柱廻り土間コンt120撤去(300×300程度 カッター入れ共)【新設】

フェンス支柱廻り土間コンt120撤去(300×300程度 カッター入れ共)【新設】

φ50.8×2.3（菊形リブ鋼管）

ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ・マグネシウム

合金めっき鉄線

（ハイテンション線）

配置の割付による 配置の割付による
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※ 参考仕様：朝日スチール工業㈱ UNフェンス（A型）同等品
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ｽﾃｰｼﾞ下収納（ﾊﾟｲﾌﾟｲｽ+床ｼｰﾄ）

ﾀﾗｯﾌﾟ:SUS W=400

犬走り
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山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-12

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:10, 1:20, 1:50
物件名称

図面名称 詳細図１

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

コンクリート(Fc=18N/mm２)金ゴテ

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事

メッシュフェンス･門扉 H=1800【新設】



△

△

△

△

S=1/20外壁改修(A) 詳細図（改修後）

外壁改修側面図外壁下地用鉄骨詳細図外壁下地側面図

外壁改修平面図

外壁改修正面図

外
壁

新
設

範
囲

既
存

外
壁

撤
去

・
新

設
範

囲

外
壁

新
設

範
囲

既
存

外
壁

撤
去

・
新

設
範

囲

外壁：ALC版平パネルt50　弾性吹付タイル【新設】

外壁：ALC版コーナー100×100　弾性吹付タイル【新設】

天井点検口 450×450【新設】

外壁：ALC版平パネルt50　弾性吹付タイル【新設】
　　　※改修範囲は立面図に示す。

角型鋼管 100×100×2.3【新設】
※既存梁(B2)にアングルピース(L-75×75×2.3)溶接外壁：ALC版平パネルt50　弾性吹付タイル【新設】

外壁：ALC版コーナー100×100　弾性吹付タイル【新設】

外壁下地 C-100×50×2.3【新設】
※既設梁(G1･B2)にアングルピース(L-75×75×2.3)溶接

外壁下地 C-100×50×2.3 @450【新設】
※既設梁(B2)にアングルピース(L-75×75×2.3)溶接

軒天仕上：LGS下地 ｹｲｶﾙ板t6.0 目透し張り EP塗装【新設】

角型鋼管 100×100×2.3【新設】
※既存梁にアングルピース(L-75×75×2.3)溶接

外壁下地 C-100×50×2.3 @450
【既存のまま】

外壁：ALC版コーナー100×100
      弾性吹付タイル【新設】

内壁下地開口補強 C-100×50×2.3【新設】
※既設胴縁にアングルピース(L-75×75×2.3)溶接

内壁下地開口補強 C-100×50×2.3【新設】
※既設胴縁にアングルピース(L-75×75×2.3)溶接

既存軒天【既存のまま】

天井下地：角スタッド4025用ランナー【新設】

天井下地：角スタッド 40×25 @303【新設】

天井下地：角スタッド4025用ランナー【新設】

外壁下地 C-100×50×2.3 @450
【既存のまま】

外壁下地 C-100×50×2.3【新設】 
外壁下地 C-100×50×2.3【新設】
※既設梁(G1･B2)にアングルピース(L-75×75×2.3)溶接 

Ａ

【鉄骨部材リスト】
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B2:250*125*6*9

G1:350*175*7*11

CG3:250*125*6*9

B2:250*125*6*9

B2
G1

B2
G1

CG3 B2

通り芯迄3250 通り芯迄3250

No.

区分

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

建築意匠

A-13

管理技術者 担当作図者 設計年月 縮　尺

1:20, 1:10
物件名称

図面名称 詳細図２

A1：

A3：表記の50%

一級建築士

53-035
内田　真仁   二級建築士第5496号

高相　正樹

第285926号 株式会社馬場設計（梨）第1-05888号

主任技術者

二級建築士

内田　真仁

第5496号

△：シーリング施工箇所を示す。
2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事

△

△

△ △

△

△

△

△

△

△



富士吉田市上暮地一丁目22番1号

No.

区分

一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

設計年月 縮　尺

図面名称A3：表記の50%

電気設備A1：NOSCALE
物件名称

E-01特 記 仕 様 書

電話用

情報用

ﾃﾚﾋﾞﾕﾆｯﾄ

ﾃﾚﾋﾞﾕﾆｯﾄ(端末用)R

ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ (2線式)

諸条、その他電気関係法規に準拠し、且つ本特記仕様書及び設計

電気 設備 建築 備　　　　　　　　　考

Ｂ

開 閉 器 盤

手 元 開 閉 器

但し記載なきものを使用する場合には、事前に係員の承認を必要とする。

〔　主　要　機　器　〕Ｆ

Ｇ 機 器 凡 例

電 灯 盤

動 力 盤

警 報 盤

〔　特　記　事　項　〕 〔　そ　の　他　〕Ｈ Ｉ

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２ ＨＦ３２Ｗ以上・ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ形蛍光灯器具・放電灯器具

防水形器具等の金属部分及び、安定器別置の場合の安

定器外箱には、Ｄ種接地工事を施す事。

グリーン購入法に該当する品目は、その仕様とする。

する。

配線器具は、JIS大形連用とし、プレートは新金属製と

る処置を施すこと。

外壁面に取り付けるボックス等には、結露防止に対す

電気的接続を行う。

続箇所（弱電は除く）には必ずアースボンド等により

には必ず絶縁塗装を行い、電線管とボックス類との接

本配管工事に当たり、コンクリート埋込みボックス内

準じて処理を施す事。

防火区画貫通部分の耐火処理及び埋め戻しは、法規に

電線を挿入する。

６㎜ビニール電線又は、１．２㎜以上のビニール被覆

本工事の通線なき配管に関しては、予備線として１．

ート等により直接スラブに重力を持たせてとりつける。

の内シャンデリア等特に重い器具に関しては、インサ

本工事の照明器具取り付けに際し、蛍光灯又は白熱灯

の高さは、コンセントに準ずる。

り等の調整を確実に行う。又特記なき電話，テレビ等

５０㎜）とし、建築壁仕上げに支障なき様高さ及び曲

１３００㎜，コンセントはＨ＝３００㎜（和室Ｈ＝１

本工事に取り付ける特記なきスイッチの高さは、Ｈ＝

けにて使用する。

電線（強電１．６㎜，弱電１．２㎜以上）とし、色分

本工事に使用する特記なき電線は、６００Ｖビニール

（１９㎜以上）を用いる。

本工事に使用する電線管で、特記なきものは薄鋼電管

〔　別　途　工　事　〕Ｄ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４ スリーブ及び駆体開口補強

塗装

露出配管，プールボックス等の

点検口取り付け

埋込み型照明器具の天井開口補

強

取り付け及びケーブル接続

換気扇用コンセント，スイッチ

への一次側配管，配線接続

設備工事にて設置する制御盤

同上配管，配線接続

液面リレー，電極の取り付け

の一次側配管，配線接続

設備工事にて設置する電動機へ

一次側配管，配線接続

電動シャッター，自動ドアへの

配管，配線

エレベーター制御盤までの弱電

エレベーター制御盤までの一次

クリート，鋼板蓋加工

同上配線用ピット及び軽量コン

基礎コンクリート

電気室，発電機室，ｷｭｰﾋﾟｸﾙ

工　事　名　称

所　　在　　地

敷　地　面　積

建　築　面　積

延　床　面　積

構　　　　　造

〔　建　築　概　要　〕Ａ

建築改修工事標準仕様書（電気工事編）に依り施工する。但し本

工事に関係しない項目は適用しない。

１

２

３

４

５

１

側配管，配線

スポットライト

非 常 照 明

ブ ラ ケ ッ ト

ブ ラ ケ ッ ト

ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ , ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ

蛍光灯（２灯用）相当LED

プ ル ボ ッ ク ス

蛍光灯（１灯用）相当LED

ｺﾝｾﾝﾄ (2P15A × 2 + ET)

ｺﾝｾﾝﾄ (2P15A + ET)

ｺﾝｾﾝﾄ (2P15A × 2)

ｺﾝｾﾝﾄ (2P15A × 1)

2ET

ET

2

ブ ラ ケ ッ ト

誘 導 灯

蛍光灯（角型）LED

ｺﾝｾﾝﾄ (15/20A兼用 + ET)

防水ｺﾝｾﾝﾄ (2P15A × 2)

ET(AC)

WP

2EET
ｺﾝｾﾝﾄ (2P15A × 2E + ET)

防水ｺﾝｾﾝﾄ (2P15A×2E+ET)

2E ﾌﾛｱｰｺﾝｾﾝﾄ (2P15A × 2E)

E(20A)

E(30A)

ｺﾝｾﾝﾄ (3P20A接地極付)

ｺﾝｾﾝﾄ (3P30A接地極付)

ｽｲｯﾁ (1P15A)３路

ｽｲｯﾁ (1P15A)ﾊﾟｲﾛｯﾄﾗﾝﾌﾟ付

ｽｲｯﾁ (1P15A)

3

L

放送アンプ

天井埋込型スピーカー

天井埋込型ｽﾋﾟｰｶｰ (ATT付)

AMP

書に依る他、最新版建築工事標準仕様書（電気工事編）及び １

〔　工　事　区　分　〕Ｅ

本工事に関する次の工事は○印の工事範囲に含まれる。

　本工事に使用する主要資材は、下記の製作所より選定するものとし、使用資材表を係員に提出し承認を得た後発注する。

調光ｽｲｯﾁ (LED用)

立上げ，立下げ露出部分は、配管にて保護する事。

　本工事は電気設備技術基準、内線規程、建築基準法及び消防法

とする。

打ち合わせの上支障のないようにする。

作成し提出する。

〔　一　般　事　項　〕

４

３

２

１

Ｂ

諸官公庁及び電力会社等への諸手続きは、本工事請負者の負担

工事施工に際して，現場の収まり若しくは他との取り合い上，

設備機器の位置又は取り付け工法の変更を必要とする場合は，

本工事竣工後直ちに，竣工図及び各種試験成績表を，必要部数

作に着手する。

製作品は詳細製作図を提出し，係員の承諾を得た後に工事及び製

工事施工に際しては，施工計画書・施工図及び工程表を作成し、

当たっては必ず下記項目別に記載する。

　本工事は，下記の項目を設備するものとし，見積作成に

〔　工　事　項　目　〕Ｃ

１

２

2E・WP

屋外用スピーカー

壁掛け型スピーカー

小林・新星・ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ・河村・その他相当品

６

鉄骨造　地上２階

分電盤

７

電線管

電線管付属品

ボックス類

電線，ケーブル

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ・東芝・古河・外山・日本パイプ・その他相当品

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ・東芝・古河・外山・日本パイプ・その他相当品

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ・東芝・古河・外山・日本パイプ・未来・その他相当品

矢崎・藤倉・昭和・日立・その他相当品

照明器具 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ・その他相当品

非常用発電設備 ヤンマー・デンヨー・東京電機・その他相当品 

 　　   977.279 ㎡（　          坪）

 　　   869.525 ㎡（　          坪）

      19,356.45 ㎡

既設機器撤去復旧工事

幹線・動力設備工事

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
53-035

管理技術者 高相　正樹 高村 陽担当作図者

第285926号一級建築士 所属　電気設備設計PLANNING

主任技術者 内田　真仁

第5496号二級建築士

2025.4 富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事

富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事



A1：
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Ｎ

【 案 内 図 】

工事場所：山梨県富士吉田市上暮地1丁目22-1

No.

区分

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

設計年月 縮　尺
物件名称

A3：表記の50% 図面名称 案内図・配置図、 E-02

電気設備1/300

非
常

用
発
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将来予定発電機
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電気工事場所

Ｓ＝１：３００配 　 置 　 図

53-035

管理技術者 高相　正樹 高村 陽担当作図者

第285926号一級建築士 所属　電気設備設計PLANNING

主任技術者 内田　真仁

第5496号二級建築士

富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事2025.4



塗装　：　指定色

1

2

盤 名 称 負 荷 名 称

容量

ＫＷ

台数

合計

容量

ＫＷ

操作

回路

記号

主回路

記号

分 岐 開 閉 器

A F / A T ( K W )

動 力 盤 警 報 盤

操作 状態 故障 操作 状態 故障

　備　　　　　　考幹　　　　　　　　線

満減 満減

　Ｆ　　複式自動交互Ｌ－Ｓ

2E

52

42

　Ｂ　　電源送り

主 回 路 結 線 図

　Ａ　　電源送り 　Ｃ　　電源送り 　Ｄ　　単式Ｌ－Ｓ 　Ｅ　　単式Ｙー△

2E 2E

52 52

52 52

2E 2E42 42
2E

52

2E

52

2E

52

42 2E

52

42

　Ｇ　　複式自動交互Ｙ－△ 　Ｈ　　複式自動交互同時Ｌ－Ｓ 　Ｉ　　複式自動交互同時Ｙ－△

52 51X

2E

RL GL

52

OL
52 51X

EF10A 2E

OFF

ON

OLGL
52

手元 遠方

TX

52X CX 52X

52 51X

EF10A 2E

OFF

ON

OLGL

52X 52X

手動 自動

52 51X

EF10A 2E

OFF

ON

OLGL

52X 52X

試験 連動

　１　　手動

操 作 回 路 結 線 図

　２　　遠方ー手元 　３　　自動ー手動 　４　　連動ー試験

OLGLRL

AC
　

20
0
V
　

2E

試験 自動

43ｰ1

33WT

自交

52
-1

52
ｰ1

OLGLRL

A
C　

20
0
V
　

EF10A 2E

自動

33WT

自交

52 52

試験

43ｰ2

-2 ｰ2
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A
C
　

2
0
0V

　

2E

試験 自動

43ｰ1

自交

52
-1
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ｰ1

RL OLGL

A
C
　

2
0
0V

　

EF10A 2E

試験 自動

自交

52 52

43ｰ2

-2 ｰ2

H
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S2
S1

H
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0FF
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2
0
0
V
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HL LL

O
H
3
2
1

S2
S1
E1
E2
E3
E0

H
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0FF

EF10AEF10A
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2
0
0
V

H

ON
0FF

6

6 66 6

52
-2

52
-1

52
-1

52
-2

52
-1

52
-1

52
-2

52
-2

HL1 L1  HL2 L2

E4E5E6E7E8

水槽

受水槽

A
C
　

2
0
0V

HX LX
水槽

　５　　自動交互同時運転 　６　　自動交互運転

　８　　揚水用液面継電器回路　７　　排水用液面継電器回路 　９　　警報用液面継電器回路

　Ｊ　　ポンプ制御盤

ＣＢ ＣＢ

ｃｔ付

15A以上

ＣＢ

2E

ＥＬＢ

52

2E

ｃｔ付

15A以上

ＣＢ

ｃｔ付

15A以上

ＥＬＢ

ｃｔ付

15A以上

ＣＢ

ｃｔ付

15A以上

ＣＢ ＣＢ

ｃｔ付

15A以上

ＣＢ ＣＢ

ｃｔ付

15A以上

R1Ｒ

Ｒ1 ＢZＰ

R R

R1

A

A

EF10A

OFF

ON AC
　

20
0
V　

AC
　

2
0
0
V　

AC
　

2
0
0
V　

10X

RL

10X

33WT

EF10A

10X33H10X33H

EF10A

Tc1
Ta1
Th1
Tc2
Ta2
E1
E2
E3
E4
E5
E6

RL RL RL

33WT

33
WT X

10 33

S2
S1
Tc1
Ta1
Th1
Tc2
Ta2
E1
E2
E3
E4
E5
E6

A

A

1

1

空調室外機 (GHP-A)

空調室外機 (GHP-B)

1.26

1.98

1.26

No.

区分

一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

設計年月 縮　尺

図面名称A3：表記の50%

電気設備
A1：NOSCALE

物件名称

電灯盤

A

ELB2P 50AF30AT

ELB2P 50AF30AT

0.21

1.26

空調

ELB2P 50AF30AT3

 (1Ф2W 200V)

（系統電源）

合　　計

空調室内機 (GHP-A1,B1）

×8
8 1.68

A ELB2P 50AF20AT

予備スペース

予  備4

4.20KW

E 5.5゜ (D種)

SUS製屋外壁掛型

電灯盤結線図 E-03

CE14゜-　2C
1.26

4.20KW

MCB2P 50AF 50AT

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
53-035

管理技術者 高相　正樹 高村 陽担当作図者

第285926号一級建築士 所属　電気設備設計PLANNING

主任技術者 内田　真仁

第5496号二級建築士

富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事2025.4



Ｎ

A3：表記の50%

区分設計年月 縮　尺
物件名称 電気設備

No.
図面名称一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎 改修運動場電気設備１階平面図

GHP

A1

GHP

A1

GHP

A1

GHP

A1

GHP

B1

GHP

B1

GHP

B1

GHP

B1

1
,5
0
0

2
,
50
0

1
,
4
0
0

5
0
0

2
,6
0
0

9
0
0

6
00

5
,7
0
0

50
0

2
,
2
00

A

B

C

D

E

2,
5
0
0

8
00

1
,4
0
0

2
0,
0
0
0

5,
0
0
0

1
,
90
0

6
,
2
00

1,
9
0
0

5
,
00
0

F

1,2002,5001,2009002,500900 8008001,1001,100

1,000

0

3,000

87654321

42,250

6,250 4,0006,2506,5006,5006,5006,250

2,1503,600500

浸透井

擁壁

隣地境界線

体育館：S造平屋建

道路境界線

道路中心線

道路境界線

隣
地
境
界
線

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

浸透井へ配管（埋込）

浸透槽

配管（埋込）

靴拭きマット

ﾀﾃ樋：ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽﾀｲﾌﾟSUSφ114

2
,
50
0

2
,
50
0

-500

-50

-460-480 -460 -480

-650

-650

-550 -550

-440

-390

-550

-500-500

-100

-50 下駄箱

(ｺｲﾝ照明盤+消火器BOX)

下駄箱 下駄箱

床下点検口

配管（埋込）

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋
浸透側溝 W=450

浸透側溝 W=450
ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

ﾊﾞﾄﾝ手動ｳｨﾝﾁ

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

浸透桝：ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ600角

-550

消

消

消

床下点検口

1,625

+470

-50

-450

-500
-430-410-410-430

-500

960

2,150250

2
5
0

5
5
0

1
,7
0
0

犬走り

浸透桝：ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ600角

浸透桝：ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ600角

既存ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

3
,
00
0

5,000

スロープ

犬走り

犬走り

浸透側溝 W=450
ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
浸透側溝 W=450

ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

▽道路境界線

ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ：H=1500（ﾀﾃ格子）

-450

-150

DN

-500
-120

-100

-120

-550

-550

-100

-500

DN DNDN DN

DN

スロープ

ﾀﾃ樋：ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽﾀｲﾌﾟ SUSφ114

1/12

腰壁 H=1100

±0

±0

±0

±0

-500

-70-550 -50

±0

±0

±0 ±0

+900

±0

+900

1,400

収納棚

収納棚

1,4001,950

消

スロープ

DN

UP

UP

2
0
0

1
,0
0
0

5
,
00
0

水呑場

掃除用具

倉庫-2

多目的トイレ 5

2,000

4
3

2
1

エントランス

アリーナ

倉庫-3

UP

UP
控室-1

放送室

ステージ玄関 ホール

倉庫-1

女子トイレ

男子トイレ

±0

控室-2

PB
250°

GHP

B

A

GHP
マスター

サブ

拡大配置図参照

既設

 ～  空調開閉器盤CE14゜ -　 2C　 ED5.5°

CE14゜ -　 2C　 ED5.5°

A

B

Ｌ－３F2(38)WP露出

（ E39)露出塗装  ～  空調開閉器盤 ～ 空調分電盤

 ～  空調開閉器盤 ～ 空調分電盤CE14゜ -　 2C　 ED5.5° （GP36)Zn露出C

PB(a)

校舎：RC造3階建

PB(b)

PB(b)

注　記　（特記なきものは下記とする）

SUS製防水ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽPB(a) 250W× 250H× 200D

※　機器接続端部及び動力盤への配管接続は2種防水型可とう管にて

※  厚鋼電線管は溶融亜鉛ﾒｯｷ製とする。

※　室外機より室内機への電源配線は機械設備工事とする。

※　室外機よりﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ配管配線は機械設備工事とする。

※　空調機操作盤への配線配管は機械設備工事とする。

SUS製防水ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽPB(b) 250W× 250H× 250D

　　耐震処理を行うこと。

新設露出配管を示す。

新設埋設配管を示す。

1
0
0

1
0
0

3
0
0

a

電線管

aba

埋戻し土（発生良質土）

6
0
0

GL

3
0
0

70以上80Φ  ～ 150Φ

30Φ  ～  65Φ

a b

50以上

地中管路　GL - 600

埋設シート
（ポリ 150w）

発生良質土
（サンドクッション）

拡大配置図　S=1:50

平面図　S=1:100

空調分電盤

新設

1
2

3

4

5

6

空調分電盤  ～  室外機（1）
（商用）

1

空調分電盤 ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ内へ3  ～  系統電源
(負荷側）

空調分電盤  ～  （商用）
室外機（2）2

 ～  

 ～  
ｴﾝｼﾞﾝ始動電源

CE 22゜ - 2C

CEES 2゜ - 2C
INV通信

CEES 2゜ - 2C  ～  

 ～  CEE 2゜ - 2C
制御電源

INV同期

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ渡り

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ渡り

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ渡り

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ渡り

室外機（1）

室外機（1）

室外機（1）

室外機（1）

室外機（2）

室外機（2）

室外機（2）

室外機（2）

CE 8゜ - 2C　 ED5.5°

CE 5.5゜ - 2C　 ED5.5°

CE 5.5゜ - 2C　 ED5.5°

別途工事入線用（屋内機電源他）

（FEP30)埋設

（FEP30)埋設

（FEP40)埋設

（FEP40)埋設

（FEP30)埋設

（GP36)Zn露出

（FEP30)埋設

空調分電盤  ～  室外機（1）
（商用）

1CE 5.5゜ - 2C　 ED5.5°1

空調分電盤 ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ内へ3  ～  系統電源
(負荷側）CE 8゜ - 2C　 ED5.5°

空調分電盤 ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ内へ3  ～  系統電源
(負荷側）CE 8゜ - 2C　 ED5.5°

（GP28)Zn埋込

（GP28)Zn埋込

（GP28)Zn埋込

2

3

4

5

6

A1：1/100、1/50

渡り廊下

スロープ

ステージ

犬走り

C

E-04

新設

空調開閉器盤
MCB2P50AF40AT

壁掛型

A

GHP
マスター

GHP

B
サブ

主幹1次側接続

B

Ｌ－３

×250
塗装A

B

C

撤去・復旧
床ｺﾝｸﾘｰﾄ
通路

側溝内配管

6

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ渡りCEE 2゜ - 2C INV出力・屋内機別途 2次配線用

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
53-035

管理技術者 高相　正樹 高村 陽担当作図者

第285926号一級建築士 所属　電気設備設計PLANNING

主任技術者 内田　真仁

第5496号二級建築士

富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事2025.4
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X3 X4 X5 X6 X7 X8X1 X2 X9

1,075 2,700 5,300 6,450 6,450 6,450 6,450 6,450 3,850 751,20075

防災倉庫
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ﾊﾟ

ﾚ
-
ﾀ-

ﾈ
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放送室

（+550）

（+500）

（+550）

アリーナ

DN DN DN DN

DN ｽﾛｰﾌﾟ

DN

DN

外 女子便所

UP

UP

Ｓ.Ｋ

控室Ａ

ステージ

控室Ｂ

外 倉庫 Ｂ

外 男子便所

植
 
込

外 倉庫 Ａ

犬走り

倉庫 Ｂ

ホール
ポーチ

玄関
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込

植 込

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
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植 込

物入

女子便所

倉庫 Ａ
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,
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2
,
0
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,
4
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2
,
2
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2
,
2
5
0

5
,
9
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5

5
,
0
55

5
,
0
5
5

5
,
9
4
5

Y1

Y2

Y5

Y3

Y4

Ｎ

-
3
,
8
0
0

5
0
0

5
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

3
,
0
0
0

5
0
0道路境界線 (既存ｹﾝﾁ石積壁)　　132.77

道路側溝 (蓋付)道路中心線

(法42条1項1号道路)市道 西原24号線

道路側溝 (蓋付)

A3：表記の50%

区分設計年月 縮　尺
物件名称 電気設備2024.3

No.
図面名称一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

A1：1/100、1/50

改修運動場電気設備１階平面図 E-04

GHP

GHP

A

B

マスター

サブ

吉田西小学校屋内運動場空調設置工事

注　記　（特記なきものは下記とする）

空調分電盤  ～ 室外機（1）
（商用）

1

空調分電盤 ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ内へ3  ～  系統電源
(負荷側）

空調分電盤  ～  
（商用）
室外機（2）2

 ～  

 ～  
ｴﾝｼﾞﾝ始動電源

CE 22゜ - 2C

CEES 2゜ - 2C
INV通信

CEES 2゜ - 2C  ～  

 ～  CEE 2゜ - 2C
制御電源

INV同期

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ渡り

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ渡り

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ渡り

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ渡り

室外機（1）

室外機（1）

室外機（1）

室外機（1）

室外機（2）

室外機（2）

室外機（2）

室外機（2）

CE 8゜ - 2C　 ED5.5°

CE 5.5゜ - 2C　 ED5.5°

CE 5.5゜ - 2C　 ED5.5°

別途工事入線用（屋内機電源他）

1
0
0

1
0
0

3
0
0

a

電線管

aba

埋戻し土（発生良質土）

6
0
0

GL

3
0
0

70以上80Φ  ～ 150Φ

30Φ  ～  65Φ

a b

50以上

地中管路　GL - 600

埋設シート
（ポリ150w）

発生良質土
（サンドクッション）

1

4

5

5

1

2

3

4

5

2

3

PB(b)

PB(b)

（ FEP30)埋設

（FEP30)埋設

（FEP40)埋設

（FEP40)埋設

（FEP30)埋設

（GP36)Zn露出

C

D

D

 ～  空調開閉器盤A

B

（ E39)露出塗装

 ～  空調開閉器盤 ～ 空調分電盤

 ～  空調開閉器盤 ～ 空調分電盤

 ～  空調開閉器盤 ～ 空調分電盤

C

（ E51)露出塗装
空調開閉器盤  ～  空調分電盤

 ～  空調開閉器盤

D

E

（ GP36)Zn露出

（FEP40)埋設

倉庫 Ａ

植
込

植込

Y5

Y4

GHP

A
マスター

GHP

B
サブ

多目的便所

男子便所

E

拡大配置図　S=1:50

平面図　S=1:100

空調分電盤

新設

GHP

GHP

GHP GHP

GHP GHP GHP

A1

A1 A1 A1

B1

B1

GHP

B1 B1

X1 X2

6
,
0
2
0

2 ,700

犬走り

SUS製防水ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽPB(a) 250W× 250H× 200D

※　機器接続端部及び動力盤への配管接続は2種防水型可とう管にて

※  厚鋼電線管は溶融亜鉛ﾒｯｷ製とする。

※　室外機より室内機への電源配線は機械設備工事とする。

※　室外機よりﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ配管配線は機械設備工事とする。

※　空調機操作盤への配線配管は機械設備工事とする。

SUS製防水ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽPB(b) 250W× 250H× 250D

　　耐震処理を行うこと。

新設露出配管を示す。

新設埋設配管を示す。

撤去・復旧
床ｺﾝｸﾘｰﾄ
通路

E

D

拡大配置図参照

Ｓ.Ｋ

F2(30)WP露出

CE22゜ -　 2C　 ED5.5°

CE22゜ -　 2C　 ED5.5°

CE22゜ -　 2C　 ED5.5°

CE22゜ -　 2C　 ED5.5°

CE22゜ -　 2C　 ED5.5°

CE22゜ -　 2C　 ED5.5°

PB(b) PB(b)

CEE 2゜ - 2C INV出力・屋内機別途2次配線用 ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾞｯｸｽ渡り

山梨県知事登録(梨)第1-05888号
53-035

管理技術者 高相　正樹 高村 陽担当作図者

第285926号一級建築士 所属　電気設備設計PLANNING

主任技術者 内田　真仁

第5496号二級建築士

天井内隠ぺい

B

主幹１次側接続

MCB2P50AF50AT

壁掛型新設
空調開閉器盤

Ｍ－１

Ｍ－１

M-1

既設
塗装
×100150°PB



0 87654321

A

B

C

D

E

F

１ 階 平 面 図 S=1： 100

倉庫-2

±0

倉庫-1

男子トイレ

女子トイレ

倉庫-3

犬走り

多目的トイレ
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ステージ

放送室
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掃除用具

エントランス
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玄関 ホール

固定ﾊﾞｽｹｯﾄ板

犬走り

スロープ

スロープ

犬走り

犬走り

▽ｻﾌﾞﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞ-ﾙｺｰﾄ

△ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ（6人制）

▽ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝｺｰﾄ ▽ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝｺｰﾄ

▽ｻﾌﾞﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞ-ﾙｺｰﾄ

△ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ（6人制）

▽ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝｺｰﾄ

▽ﾒｲﾝﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ
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浸透側溝 W=450

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

±0

-890

-890

UP

±0

+900

UP

+900

±0

-50

-550 -70

-50

±0

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁

ｽﾃｰｼﾞ下収納（ﾊﾟｲﾌﾟｲｽ+床ｼｰﾄ）

3
,0

0
0

浸透側溝 W=450

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

浸透側溝 W=450

浸透側溝 W=450

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋

既存ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

浸透桝：SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ600角

-550

-550

+1070

-50

-450

-840-745-700

-625-585

-500

SUS手摺：H=900 φ36

浸透桝：SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ600角

浸透桝：SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ600角

既存ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

浸透側溝 W=450

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

浸透側溝 W=450

SUS手摺：H=900 φ36▽道路境界線

ｱﾙﾐﾌｪﾝｽ：H=1500（ﾀﾃ格子）

-450

-50

DN

-890

-100

-20

-40

-890-795-750-675-635-570

-100 -100

-830

DN DNDN DN

DN

ﾀﾃ樋：ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽﾀｲﾌﾟ SUSφ114
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ｽﾃｰｼﾞ框

-500

±0

収納棚

収納棚

屋内消火栓＋消火器ﾎﾞｯｸｽ（易操作性1号消火栓）

DN

UP

下駄箱下駄箱 下駄箱

UP

1,625

1,000

2
5
0

5
5
0

550 300

3
,0

0
0

10,000

1,400

2
,0

00

逆富士型（１灯用）

逆富士型（２灯用）

（ガード付）

(A2) 撤去復旧及び干渉部移設

凡　　　　　例

記　　　号

(A1) 撤去復旧及び干渉部移設

名　　　　　称 摘　　　　　　要

撤去復旧及び干渉部移設
直付型トラフ型 （1灯用）(B1)

(C1) 埋込下面開放型（１灯用） 撤去復旧及び干渉部移設

埋込型（FHP23W× 3灯相当） 撤去復旧及び干渉部移設(D1)

(C2) 埋込下面開放型（２灯用） 撤去復旧及び干渉部移設

ダウンライト 撤去復旧及び干渉部移設

(F) 避難口誘導灯ＬＥＤ

(E1)

撤去復旧及び干渉部移設

火災感知器（ガード付）

撤去復旧及び干渉部移設火災感知器（煙式埋込型）

撤去復旧及び干渉部移設

照明用センサー 撤去復旧及び干渉部移設

(C1) (C1)

A3：表記の50%

区分設計年月 縮　尺
物件名称 電気設備A1：

No.
図面名称一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎

1/100

既存運動場電気設備１階平面図 E-05
山梨県知事登録(梨)第1-05888号

53-035

管理技術者 高相　正樹 高村 陽担当作図者

第285926号一級建築士 所属　電気設備設計PLANNING

主任技術者 内田　真仁

第5496号二級建築士

別途工事 別途工事
撤去復旧 撤去復旧

富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事2025.4



一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎 第5496号

内田　真仁

M-01

第285926号

高相　正樹

53-035

機械設備
縮　尺設計年月 区分

二級建築士

一級建築士

主任技術者

管理技術者

No.

JIS-G-3302

屋 内 露 出

冷媒管共巻き

ａ・（ロ）・Ⅶ

建 築 概 要
１ 工 事 名 称

保 温 塗 装
名 称

施 工 場 所

工 事 項 目

Ｉ

Ａ

Ｂ

ド レ ン 管

Ｈ 特 記 事 項

Ｊ 凡 例 記 　 号 名 　 称 仕 　 　 　 様 規 　 格

屋 外 露 出

塗 装

１

機 器 類 に 使 用 す る 鋼 製 架 台 等 は 、 溶 融 亜 鉛 メ ッ キ 仕 上 の も の を 使 用 す る こ と 。

配 管 配 線 工 事 に 伴 う 既 存 壁 等 の コ ア 抜 き は ダ イ ヤ モ ン ド カ ッ タ － を 使 用 す る こ と 。

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

機 器 類 搬 出 入 経 路 及 び 設 置 工 事 範 囲 は 、 床 養 生 を 行 う こ と 。

２ 工 事 場 所

３ 建 物 概 要

Ｈ 特 記 事 項
管 材 は 凡 例 参 照 。

隠 ぺ い 部

ガ　　　　ス　　　　管
(供給会社の規定による）

－ － 塗 装

断熱材被覆銅管 J C D A 0 0 0 9

機 械 設 備 特 記 仕 様 書

４ 敷 地 面 積

５ 延 床 面 積

施 工 箇 所 保 温 の 種 類

冷　媒　管　保　温　施　工　仕　様　要　領　図

施　工　要　領

○冷媒管保温厚はガス管２０ｍｍ、液管１０ｍｍとする　（口径９.５２φ以下の液管保温厚は８ｍｍとしても良い）

○制御ケーブルは保温筒へ鉄線等で固定する事（ピッチ２．０ｍ）

天井内・ＰＳ内・いんぺい部 1.架橋ポリエチレンフォーム保温筒

2.ビニールテープ

1.架橋ポリエチレンフォーム保温筒

2.塩ビ樹脂製化粧ケース

屋内露出部

（直付け工法）

（必要個所をビス止メ）

屋外露出部

冷媒管共巻き

ｃ1・（ロ）・Ⅶ

 R 

 G 

冷媒管
冷媒管

冷媒管
冷媒管

冷媒管
冷媒管

電源ケーブル

電源ケーブル

電源ケーブル

制御ケーブル

制御ケーブル

制御ケーブル

圧送ドレン管

（直付け工法）
塩ビ樹脂製化粧ケース

圧送ドレン管

ビニールテープ

ダ ク ト 空調給気　Ｎ（ロ）Xl

亜鉛鉄板製長方形ダクト　　共板工法

還気は保温なし

鉄 骨 造 　 平 屋 建 て

19,356 . 4 5　 ㎡

  911 . 4 7 5　 ㎡

使 用 機 材

工 事 範 囲

提 出 書 類

機 材 は メ ー カ ー リ ス ト に よ る 他 、 同 等 品 以 上 と し 、 請 負 者 は 契 約 後 、 監 督 員 の 指 示 に 従 い リ ス ト を 作 成 し 、 承

本 設 計 図 は 工 事 の 概 要 を 示 す も の で あ り 、 施 工 者 は 十 分 な る 理 解 の う え 、 施 工 図 ・ 制 作 図 を 提 出 し 、 監 督 員 の

Ｄ

Ｅ

Ｆ
６

７

８

出 来 高 工 程 表

工 事 日 報

廃 棄 物 関 係 書 類

工 事 写 真

取 扱 説 明 書

出 荷 証 明 書１ １

１ ２

１ ３

１

２

３ 二 次 製 品 承 認 図

施 工 要 領 書

施 工 計 画 書

１

２

３

４

５

６

各 種 の 施 工 は 事 前 に 施 工 図 、 制 作 図 、 承 認 図 等 を 提 出 し 係 員 の 承 認 を 得 る こ と 。

な く 代 行 し 工 事 の 進 渉 に 支 障 の な い よ う に す る 。 申 請 等 に 要 す る 費 用 は 、 全 て 請 負 者 の 負 担 と す る 。

本 工 事 の 着 工 か ら 竣 工 ま で 、 係 員 の 指 定 す る 箇 所 の カ ラ ー 写 真 を 撮 り 、 提 出 す る 。

試 験 結 果 成 績 表 等 を 提 出 す る こ と 。

本 工 事 施 工 者 は 、 定 め ら れ た 工 期 内 で 工 事 を 完 了 し 、 完 全 な 状 態 で 引 渡 し 出 来 る よ う 、 完 成 と 同 時 に 完 成 図

工 す る 。

１ ０ 検 査 報 告 書

９ 保 証 書 協 議 書１ ４

１ ５

４

５ 施 工 図

下 請 届

Ｇ 一 般 事 項

施 工 上 、 本 工 事 完 成 に 必 要 と 認 め ら れ る も の は 係 員 の 指 示 に 従 っ て 施 工 す る 。 設 計 図 書 及 び 施 工 上 で 疑 義 あ る

承 諾 を 得 る も の と す る 。 請 負 者 は 特 記 仕 様 書 、 設 計 図 書 等 に 示 す 範 囲 に お い て 明 記 な き 部 分 と い え ど も 技 術 上 、

場 合 、 係 員 と 協 議 の う え 、 そ の 指 示 に 従 う 。 な お 軽 微 な 変 更 は 請 負 者 の 責 任 に お い て 行 う こ と 。

共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 機 械 設 備 工 事 編 ） ・ 最 新 版 ・ 同 標 準 図 ） に 基 づ き 、 諸 官 庁 関 係 法 規 に 準 拠 し て 施

本 工 事 施 工 に 関 し て は 、 本 特 記 仕 様 書 、 設 計 図 書 、 共 通 仕 様 書 （ 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 、 公

本 工 事 に 関 す る 法 令 、 条 例 及 び 規 則 等 は 、 良 く こ れ を 厳 守 し 、 必 要 な 書 類 、 検 査 立 会 い 、 申 請 届 等 は 、 遅 滞

本 工 事 に 於 て 満 水 試 験 、 水 圧 試 験 、 気 密 試 験 、 通 水 試 験 等 の 各 試 験 は 、 係 員 立 会 い の も と に 行 う も の と し 、

書 、 必 要 書 類 を 添 え て 提 出 し 、 完 成 検 査 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

諾 を 受 け た も の を 使 用 す る 。

最 新 版 　 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 機 械 設 備 工 事 編 ）

Ｃ
法 令 、 政 令 、 規 則 等 の 定 め 、 及 び 指 導

設 計 図

特 記 仕 様 書

質 疑 回 答 書

５

４

３

２

１

優 先 順 位

そ の 他 監 督 員 の 指 示 す る も の

工 事 に 必 要 な 各 種 申 請 手 続 き は 、 全 て 本 工 事 に て 行 う こ と 。

文 字 標 識 等 は 監 督 員 と 打 ち 合 せ の 上 表 示 す る 。

冷 媒 管 口 径 に つ い て は 参 考 の 為 、 使 用 メ ー カ ー に 対 応 出 来 る 仕 様 と す る 。

材 料 の 加 工 は 出 来 る 限 り 建 物 外 で 行 う こ と 。

配 管 貫 通 孔 (コ ン ク リ ー ト 部 )の 穴 埋 め は モ ル タ ル 等 を 使 用 し 、 仕 上 げ 処 理 は 貫 通 部 周 り と 同 一 仕 様 と す る 。

室 外 機 の 防 振 は 、 防 振 ゴ ム パ ッ ト を 使 用 す る 。

冷 媒 管 は チ ッ 素 ガ ス 又 は 乾 燥 空 気 に て 気 密 試 験 を 行 い 、 結 果 を 報 告 書 と し て 写 真 添 付 の 上 提 出 す る こ と 。

試 験 圧 力 は 製 造 者 の 設 計 圧 力 以 上 （ 4MPa程 度 ） と し 、 24時 間 放 置 し 漏 れ の な い こ と を 確 認 す る こ と 。

１２ 工 事 完 了 後 試 運 転 調 整 を 行 い 、 良 好 な 冷 暖 房 運 転 （ 吹 出 温 度 、 気 流 分 布 、 異 音 の 有 無 等 ） を 確 認 後 引 渡 し と す る 。

各 種 メ － カ － 特 有 の 建 材 及 び 機 器 の 設 置 に つ い て は 、 本 特 記 仕 様 書 に よ る 他 、 各 メ － カ － 仕 様 に 基 づ き 施 工 の こ と 。１３

 D 

 D 配管用炭素鋼鋼管　　　　　ＳＧＰ（白） JIS-G-3452

(供給会社の規定による）都市ガス管

屋外ドレン管

ド レ ン 管

冷 媒 管

角 ダ ク ト

山梨県知事登録（梨）第1-05888号

城之内 牧担当作図者

所属　城之内建築設備企画

1.架橋ポリエチレンフォーム保温筒

2.塩ビ樹脂製化粧ケース 塩ビ樹脂製化粧ケース

断熱材付空調用ドレン管　　ＡＣＤ

物件名称

図面名称 特記仕様書

2025.04

空調ダクト設備工事

空調配管設備工事

５

４

空調機器設備工事

３

２

１

都市ガス設備工事

Ｃ 　　機械設備工事

自動制御設備工事

富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事

富 士 吉 田 市 立 富 士 小 学 校 屋 内 運 動 場 空 調 設 置 他 改 修 工 事

山 梨 県 富 士 吉 田 市 上 暮 地 1丁 目 22 - 1



一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎 第5496号

内田　真仁

M-02

第285926号

高相　正樹

53-035

機械設備
縮　尺設計年月 区分

二級建築士

一級建築士

主任技術者

管理技術者

No.

記　号 名　　　称 数　量 仕　　　　　　　様
電　　　源

設　置　場　所 備　　　　　考
相 電圧 参考消費電力

GHP-A マルチエアコン室外機 1 形 　 　 式 ガス熱源冷暖切替停電時自立型（ハイパワープラス　寒冷地向  都市ガス） 1 200 1.26KW (冷) 屋外 コンクリート基礎共 コンクリート基礎 (建築工事)

マスター機 能 力 冷房能力  56.0KW 暖房能力  63.0KW 1 200 0.568KW (暖) フェンス共建築工事 参考型番 GSHJP560DM  （ﾀﾞｲｷﾝ）

燃 料 消 費 量 冷房　　　41.9KW（ＬＰガス） 暖房　　　39.7KW（ＬＰガス） 参考型番 YBZP560L1DMB  （ﾔﾝﾏｰ）

燃 料 消費 量 （ 自立 モ ード ） 冷房　　　43.5KW（ＬＰガス） 暖房　　　40.4KW（ＬＰガス） 参考型番 U-GB560U1D  （ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）

自立出力電源（GHP空調有り） 単相200V　2.1KVA　

自立出力電源（GHP空調無し） 単相200V　2.3KVA　 自立負荷時単相200V　及び単相100V接続可能

冷 媒 配 管 28.6Ф×15.9Ф R410A

燃 料 配 管 R3/4

参 考 寸 法 1,890W×830D×2,280H

参 考 重 量 965 kg

付  属  品 風向調整板 自立運転切換スイッチ

GHP-A1 マルチエアコン室内機 4 形 　 　 式 天井埋込ダクト形 1 200 0.212KW (冷) １階アリーナ×4 参考型番 FGXMP112CB （ﾀﾞｲｷﾝ）

能 力 冷房能力  11.2KW 暖房能力  12.5KW 1 200 0.200KW (暖) 参考型番 YZDP112CB  （ﾔﾝﾏｰ）

風 量 1,920CMH（急）　1,620CMH（強）　1,380 CMH（弱） 参考型番 S-G112ES1  （ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）

機 外 静 圧 定格　100Pa（200-50）

参 考 騒 音 71 dB（急）　69dB（強）　67dB（弱）(音響パワーレベル)

冷 媒 配 管 15.9Ф×9.5Ф

ド レ ン 配 管

参 考 寸 法 1,400W×700D×300H

参 考 重 量 45.0Kg

付  属  品 ドレンアップ標準搭載 高機能個別リモコン(系統ごとに1個設置)

付  属  品 ロングライフフィルター

GHP-B マルチエアコン室外機 1 形 　 　 式 ガス熱源冷暖切替停電時自立型（ハイパワープラス　寒冷地向  都市ガス） 1 200 1.26KW (冷) 屋外 コンクリート基礎共 コンクリート基礎 (建築工事)

サブ機 能 力 冷房能力  56.0KW 暖房能力  63.0KW 1 200 0.568KW (暖) フェンス共建築工事 参考型番 GSHJP560DS  （ﾀﾞｲｷﾝ）

燃 料 消 費 量 冷房　　　41.9KW（ＬＰガス） 暖房　　　39.7KW（ＬＰガス） 参考型番 YBZP560L1DMS  （ﾔﾝﾏｰ）

燃 料 消費 量 （ 自立 モ ード ） 冷房　　　43.5KW（ＬＰガス） 暖房　　　40.4KW（ＬＰガス） 参考型番 U-GX560U1D  （ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）

自立出力電源（GHP空調有り） 単相200V　2.1KVA　

自立出力電源（GHP空調無し） 単相200V　2.3KVA　 自立負荷時単相200V　及び単相100V接続可能

冷 媒 配 管 28.6Ф×15.9Ф R410A

燃 料 配 管 R3/4

参 考 寸 法 1,890W×830D×2,280H

参 考 重 量 900 kg

付  属  品 風向調整板

GHP-B1 マルチエアコン室内機 4 形 　 　 式 天井埋込ダクト形 1 200 0.212KW (冷) １階アリーナ×4 参考型番 FGXMP112CB （ﾀﾞｲｷﾝ）

能 力 冷房能力  11.2KW 暖房能力  12.5KW 1 200 0.200KW (暖) 参考型番 YZDP112CB  （ﾔﾝﾏｰ）

風 量 1,920CMH（急）　1,620CMH（強）　1,380 CMH（弱） 参考型番 S-G112ES1  （ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）

機 外 静 圧 定格　100Pa（200-50）

参 考 騒 音 71 dB（急）　69dB（強）　67dB（弱）(音響パワーレベル)

冷 媒 配 管 15.9Ф×9.5Ф

ド レ ン 配 管

参 考 寸 法 1,400W×700D×300H

参 考 重 量 45.0Kg

付  属  品 ドレンアップ標準搭載 高機能個別リモコン(系統ごとに1個設置)

付  属  品 ロングライフフィルター

PK 吹出口 32 形 　 　 式 １階アリーナ 参考型番 NT-8 （西邦工業）

ダ ク ト 口 径 200Ф 各室内機に4個設置

風 量 585CMH

静 圧 損 失 2.29mmAq

発 生 騒 音 25dB

到 達 距 離 8.5ｍ

オ プ シ ョ ン 指定色塗装

山梨県知事登録（梨）第1-05888号

城之内 牧担当作図者

所属　城之内建築設備企画

ターボノズル

ACD25

ACD25

物件名称

図面名称 空気調和設備機器表

2025.04
富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事
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No.

管理技術者

主任技術者

担当作図者

一級建築士

二級建築士

区分設計年月 縮　尺

機械設備

53-035

高相　正樹

第285926号

M-03
内田　真仁

第5496号一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎
山梨県知事登録（梨）第1-05888号

所属　城之内建築設備企画

城之内 牧
物件名称

図面名称 屋外都市ガス配管図

A1：1:300

A3：表記の50%

2025.04

屋外都市ガス配管図

富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事
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No.

管理技術者

主任技術者

担当作図者

一級建築士

二級建築士

区分設計年月 縮　尺

機械設備

53-035

高相　正樹

第285926号

M-04
内田　真仁

第5496号一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎
山梨県知事登録（梨）第1-05888号

所属　城之内建築設備企画

城之内 牧
物件名称

図面名称 空気調和設備平面図

2025.04 A1：

A3：表記の50%

1:100

空気調和設備平面図

富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事
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躯体穴開け補修50Ф
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リモコン配線露出区間
屋内：１種金属線ぴ内配線
屋外：厚鋼電線管GP22内配線

リモコン配線露出区間
屋内：１種金属線ぴ内配線
屋外：厚鋼電線管GP22内配線

一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎 第5496号

内田　真仁

M-05

第285926号

高相　正樹

53-035

機械設備
縮　尺設計年月 区分

二級建築士

一級建築士

担当作図者

主任技術者

管理技術者

No.山梨県知事登録（梨）第1-05888号

所属　城之内建築設備企画

城之内 牧

2025.04
物件名称

図面名称 自動制御設備平面図

A1：

A3：表記の50%

1:100

自動制御設備平面図

特記なき記号、配線は下記による。

記号 名称 材料 敷設場所 備考

AR 空調個別リモコン 機器表参照 壁付 H=1300程度

CR 自立操作盤ユニット 機器表参照 壁付 H=1300程度

CR
自立操作盤配線 EM-CEES-1.25-3C 壁付 冷媒管共巻、単独配線部分は露出とし一種金属線ぴ内配線とする

CR
自立操作盤配線 EM-CEES-1.25-4C 壁付 冷媒管共巻、単独配線部分は露出とし一種金属線ぴ内配線とする

AR
個別リモコン配線 EM-CEES-1.25-2C 壁付 冷媒管共巻、単独配線部分は露出とし一種金属線ぴ内配線とする

E
電源線 EM-EEF-2.0-3C 隠ぺい 冷媒管共巻き

C
制御線 EM-CEES-1.25-2C 隠ぺい 冷媒管共巻き

富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事



第5496号

内田　真仁

第285926号

高相　正樹

二級建築士

一級建築士

主任技術者

管理技術者
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200φ、200φ、200φ、200φ

断面図

制気口配置図

吸込フィルターチャンバー
1450W×200D×320H
側面にてフィルター取替(点検口付)
下面にてダクト接続　400×150H×2箇所

SAチャンバー
1300W×100D×300H
側面にてダクト接続　200Ф×4箇所

SAダクト200Ф×4本

吹出口（ターボノズル）200Ф×4個

吸込口HS
400×150H×2箇所

吹出口（ターボノズル）200Ф×4個

吸込口HS
400×150H×2箇所

断面図

制気口配置図

200φ、200φ、200φ、200φ

400×150、400×150

吹出口（ターボノズル）200Ф×4個

吸込口HS
400×150H×2箇所

SAチャンバー
1300W×100D×300H
側面にてダクト接続　200Ф×4箇所

SAダクト200Ф×4本

400×150、400×150

平面図

RAダクト400×150H×2本

平面図

RAダクト400×150H×2本

吹出口（ターボノズル）200Ф×4個

吸込フィルターチャンバー
1450W×200D×320H
側面にてフィルター取替(点検口付)
下面にてダクト接続　400×150H×2箇所

吸込口HS
400×150H×2箇所

※断面の詳細は矩計図(建築図面)を参照すること
※制気口設置位置は展開図(建築図面)を参照すること

ダクトパターンA 施工要領図 6箇所 ダクトパターンA' 施工要領図 2箇所
※断面の詳細は矩計図(建築図面)を参照すること
※制気口設置位置は展開図(建築図面)を参照すること

一級建築士 大臣登録第267504号　　管理建築士　代田　一郎 M-0653-035

機械設備
縮　尺設計年月 区分

No.山梨県知事登録（梨）第1-05888号

城之内 牧担当作図者

所属　城之内建築設備企画 2025.04
物件名称

図面名称 ダクト施工要領図

A1：

A3：表記の50%

1:20
富士吉田市立富士小学校屋内運動場空調設置他改修工事


